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1　自分のことはかまわないでほしい 5 8 20
（中学生）
順位 質　　問　　項、目 そう思う
回　　答（人数）
　わからない　そう思わない
1
1
1
4
5
頼れる先生であってほしい
楽しい授業をしてほしい
明るい先生であってほしい
わかりやすく教えてほしい
気分によって態度をかえないでほしい
50
50
50
49
49
3
3
3
3
2
0
0
0
1
2
順位 質　　問　　項　　目 そう思う
回　　答（人数）
　わからない　そう思わない
1　授業中あててほしい
2　きまりについて厳しく注意してほしい
7
12
8
9
38
32
表5　小学生と中学生における「教師に対する認知」の比較
質　問　項　目
　　　小　学　生
　　　回答（人数）
そう思う　わからないそう思わない
　　　中　学　生
　　　回答（人数）
そう思う　　わからないそう思わない
おしゃれだと思いますか
いっしょに遊んでくれると思いますか
本音で話してくれると思いますか
困っていたら相談にのってくれると思いますか
9
13
7
10
12
6
20
15
12
14
5
8
5
8
29
31
15
20
16
13
33
25
7
9
　「本音で話してくれると思いますか」の質問では，小学生では有意な差はなかったが，
中学生では，「そう思う」と答えた者が有意に多かった。受験など進路決定の面談などで
特に教師と！対1で話し合う場面に出会う中学生には，真摯で，誠実な態度で接する教師
を正当に評価をしているようである。また，大人の言葉を理解する力もついていることを
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表6　小学生と中学生における「教師に望むこと」の比較
質　問　項　目
　　　小　学　生
　　回答（人数）
そう思う　わからないそう思わない
　　　中　学生
　　回答（人数）
そう思う　わからないそう思わない
熱心に教えてほしい
授業中あててほしい
いっしょに遊んでほしい
20
14
20
3
6
5
10
13
8
44
7
17
7
8
12
2
38
24
反映しているといえよう。
　「……ほしい」項目群のうち，小学生と中学生で答え方に差が見られたのは「熱心に教
えてほしい」，「授業中あててほしい」，および前述の「いっしょに遊んでほしい」の3項
目であった。
　「熱心に教えてほしい」項目では，中学生において「そう思う」と「そう思わない」と
の間に有意差が認められた。小学校の場合，一人の担任教師がほとんど全ての教科につい
て教えるが，中学校の場合，各教科で教師が異なる。そのため中学生の方が熱心に教えて
くれる教師と，余り熱心でない教師との差を感じやすいであろう。一部の教師，一部の教
科に対する気持ちを表していると考えられる。
　「授業中あててほしい」項目では，小学生では答え方に差はなかったが，中学生では
「そう思う」よりも「そう思わない」と答えた者が有意に多かった。表1において「授業
中あてられる」と思っていないことが示されているが，「あてられる」ことも望んでいな
いことが明らかになった。中学生の場合，あてられて間違ってしまったら……とか，みん
なの前で発表するのが恥ずかしい等の思春期らしい思いが根底に潜んでいるようである。
3．好きな教師のタイプ嫌いな教師のタイプ
　好きな先生のタイプ，嫌いな先生のタイプについての自由記述から，教師に望むものを
記したのが表7である。質問項目中のものと重複するものが自由記述の中にあったが，こ
こでは質問項目にはなかったものについてのみ記している。
　小学生と中学生では教師に対する視線は多少異なっている。小学生では，「自分に似て
表7　好きな教師のタイプと嫌いな教師のタイプ
〈好きなタイプ〉
　小学生
　自分に似ている
　わからないところをやさしく教えてくれる
　スポーツが好き
　かわいがってくれる
　何回も同じことを言わない
　中　学　生
生徒と同じ意見を持つ
やる気を出させるのが上手
教師特製の授業
話題が豊富
イベントに燃える青春な
傷ついているときにはそっとしておいてくれる
けじめがある　　　　　』
元気な
120 小・中学生のみる教師
いる」，「かわいがってくれる」先生を好きなタイプとする子が見られる。『人には，考え
方や，行動面で自分に似ている他者を承認する傾向がある』（小川，1974，p．ユ82）教師は
個々それぞれ違う子どもの中から，自分に似た子どもを知らず知らずのうちに好くように
なる。子どもの方も同様に自分に似ている教師は受け入れやすいのであろう。情緒的結び
付きが好き嫌いの一つの基準になっているのではなかろうか。
　一方，中学生では，「仕事をしない」，「自分の失敗を認めない」等の教師一生徒関係以
外の他の対人関係においても好まれないであろう行動に目を向けている。中学生は人間的
な側面で教師への観察が鋭くなっていると思われる。
4．保護者が教師に望むこと
　保護者が「教師に不満を感じた」ことはあまりないが，「教師の資質は向上させるべき
だ」と思う人が多い（表8）。ただし，「資質」をどのようにとらえているかについては明
らかではない。
表8　保護者が教師に望むこと
質　　問　　項　　目 そう思う
回　　答（人数）
　わからない　そう思わない
1．教師に不満を感じることがありますか
2．教師の身なりは気になりますか
3．教師の資質はもっと向上させるべきだと思いますか
4．教師という職業は楽だと思いますか
5．教師は信用ならないと思いますか
6．熱心な教師であってほしい
7。頼れる教師であってほしい
8．気軽に話せる教師であってほしい
9．自信を持った教師であってほしい
10．一本しっかりと筋の通っている教師であってほしい
1！．子どものことを信用している教師であってほしい
！2．きまりや規則は厳しく指導してほしい
13．学校での出来事は，すぐに連絡してほしい
14．学校で，しつけをしてほしい
15．自分の子どもは，ひいきしてほしい
24
11
30
5
2
39
43
43
36
39
42
22
21
10
0
4
3
9
4
9
4
0
1
2
3
2
11
13
7
4
17
31
6
36
34
2
2
1
7
3
1
12
11
28
41
　最近では，保護者が，教師よりも学歴が高く，各種のサークル等での文化・子育て学習
活動の機会が豊富にあり，教育に関する情報を持っている場合もあるが，「教師は信用な
らない」と思う保護者は非常に少ない。専門職である教師に対する肯定的な姿勢がうかが
える。
　「きまりや規則は厳しく指導してほしい」と「学校での出来事は，すぐに連絡してほし
い」という項目では，「そう思う」と「そう思わない」で有意な差はみられなかった。
　一方，「熱心な」，「頼れる」，「気軽に話せる」，「自信を持った態度の」，「一本しっかり
筋の通っている」，「子どものことを信用している」教師を望んでいることがわかる。
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